
（佐賀県）

笑
顔
が
輝
き
幸
せ
を
感
じ
る
ふ
る
さ
と
！

市
民
協
働
で
創
る《
誇こ

き

ょ

う

こ

う

き

郷
幸
輝
》の
ま
ち

「
住
み
よ
さ
」が
示
す
ま
ち
づ
く
り
の
成
果

　

佐
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
県
都
・
佐
賀
市
に
隣
接

す
る
小
城
市
は
、
平
成
17
年
３
月
に
旧
小
城
郡
４
町

（
小
城
町
・
三
日
月
町
・
牛
津
町
・
芦
刈
町
）の
合
併

に
よ
り
、
新
市
と
し
て
の
歩
み
を
開
始
し
た
。

　

小
城
市
を
構
成
す
る
４
町
は
そ
れ
ぞ
れ
に
多
彩
な

個
性
を
有
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
か
ら
の
歴
史
を
誇

る
城
下
町
で
小
京
都
と
し
て
も
知
ら
れ
る
小
城
町
。

中
世
以
来
の
米
ど
こ
ろ
で
、
現
在
は
佐
賀
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
も
人
気
を
集
め
る
三
日
月
町
。
江

戸
時
代
か
ら
宿
場
町
・
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
て
き

た
牛
津
町
、
有
明
海
に
面
す
る
農
漁
業
の
ま
ち
芦
刈

町
―
―
。

　

江
里
口
秀
次
小
城
市
長
は
、
ま
さ
に
「
山
の
手
か

ら
海
辺
ま
で
が
一
体
と
な
る
合
併
だ
っ
た
」
と
述
懐

す
る
。

　
「
合
併
協
議
が
成
立
し
た
の
は
私
が
小
城
町
の
町

長
を
１
期
務
め
、
２
期
目
に
入
っ
て
９
カ
月
目
の
こ

と
で
し
た
。
選
挙
を
経
て
そ
の
ま
ま
小
城
市
の
市
政

を
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
一
昨
年
か

ら
４
期
目
に
入
り
ま
し
た
。
実
は
こ
の
個
性
の
か
な

り
違
う
旧
４
町
を
一
体
化
し
、
同
じ
方
向
性
を
共
有

し
な
が
ら
市
政
を
運
営
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、

当
初
、
不
安
感
の
方
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
問
題
と
し
て
、
市
長
に
就

任
し
て
か
ら
の
１
期
目
と
２
期
目
の
ほ
と
ん
ど
は
、

旧
４
町
の
一
体
化
に
関
す
る
各
種
案
件
に
力
を
注
い

だ
感
が
あ
り
ま
す
。

　

同
時
に
や
は
り
教
育
関
係
の
各
種
施
策
で
す
ね
。

合
併
特
例
債
や
各
種
補
助
金
を
活
用
し
て
、
一
体
化

と
と
も
に
旧
４
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
整
備
を
均

一
に
優
先
的
に
行
い
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
も

拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
合
併
か
ら
８
年
目
の
平
成
25
年
1
月
に
旧

三
日
月
町
役
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
増
築
で
本
庁
舎

と
し
、
合
併
当
初
か
ら
続
い
て
い
た
分
庁
方
式
を
廃

止
し
、
三
日
月
町
を
除
く
旧
３
町
の
役
場
を
解
体
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
27
年
度
、
旧
小
城
町
役
場
跡

に
待
望
の
交
流
拠
点
施
設《
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城
》が

完
成
し
た
の
を
契
機
に
、
よ
う
や
く
小
城
市
と
し
て

の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
市
政
の
ベ
ク
ト
ル
が
前
に

向
い
て
い
っ
た
。
合
併
以
来
の
日
々
を
今
改
め
て
振

り
返
り
ま
す
と
、
そ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
」（
江
里
口

市
長
）

　

旧
小
城
町
役
場
の
跡
地
に
で
き
た
《
ゆ
め
ぷ
ら
っ

と
小
城
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
Ｆ
建
て
、
延
べ
床

市 政 ル ポ 小
お ぎ

城市

江
え り ぐ ち

里口秀
しゅうじ

次
小城市長
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面
積
約
４
７
０
０
㎡
）》
の
正
式
名
称
は
《
小
城
市
ま

ち
な
か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
》
だ
。
新
市
庁
舎
と
と
も

に
小
城
市
の
一
体
化
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
施

設
で
あ
る
と
同
時
に
、
佐
賀
県
内
で
も
数
少
な
い
本

格
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
で
あ
り
、
最
大
５
０
０

人
収
容
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
市
役
所
出
張

所
、
公
民
館
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
な
ど
も
入

居
し
て
い
る
。
小
城
市
最
大
の
中
心
市
街
地
を
成
す

小
城
駅
エ
リ
ア
に
近
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
が
随
時
行
わ
れ
、
利
用
者
は
市
内
外
に
及

ん
で
い
る
（
開
館
３
年
で
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

利
用
者
数
50
万
人
を
突
破
）。

　

分
庁
方
式
の
廃
止
お
よ
び
旧
３
町
役
場
の
解
体
、

本
庁
舎
の
新
設
な
ど
を
契
機
に
、
合
併
前
か
ら
懸
案

に
な
っ
て
い
た
新
市
と
し
て
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

が
前
向
き
の
ベ
ク
ト
ル
に
転
換
し
た
こ
と
の
効
果

は
、
例
え
ば《
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城
》の
竣
工
か
ら
２

年
後
の
平
成
29
年
、
さ
ら
に
平
成
30
年
と
２
期
連
続

で
《
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
》（
東
洋
経
済
新
報
社
選

定
）
の
九
州
・
沖
縄
編
に
お
い
て
、
小
城
市
が
そ
れ

ぞ
れ
８
位
、
７
位
と
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
も
現

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
選
定
理
由
と
し
て
は
特
に
『
安
心
度
』『
利
便
度
』

『
住
居
水
準
充
実
度
』な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
そ
し
て
一
昨
年
が
８
位
、
昨
年
が
７
位
と
き

ま
し
た
の
で
、
今
年（
令
和
元
年
６
月
発
表
）は
６
位

だ
ね
と
、
み
ん
な
で
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

（
笑
）」と
江
里
口
市
長
。

　
《
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
》の
高
評
価
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
実
際
、
こ
こ
に
き
て
小
城
市
と
し
て
の
独

自
の
ま
ち
づ
く
り
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
て
矢
継
ぎ
早

に
実
施
さ
れ
た
、
市
役
所
の
機
構
改
革
や
西
九
州
大

学
看
護
学
部
の
誘
致
、
長
崎
自
動
車
道
・
小
城
Ｐ
Ａ

へ
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
搭
載
車
専
用
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
、

小京都・小城町を代表する祭礼《山挽祗園祭》 小城スマートIC全景

ゆめぷらっと小城

小城市
佐賀市

小城藩藩主・鍋島氏が代々桜を植えたとされる名勝・小城公園
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地
方
創
生
全
般
に
関
す
る
民
間
事
業
者
と
の
各
種
の

連
携
協
定
の
締
結
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら
も
、
十

分
に
う
か
が
え
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
布
石

　
「
先
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
小
城
市
の
誕
生
か
ら

１
期
目
、
２
期
目
で
主
に
新
市
の
土
台
づ
く
り
を
行

い
、
３
期
目
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
全
体
の
ベ
ク

ト
ル
を
展
開
す
る
道
筋
が
付
き
ま
し
た
。
平
成
29
年

か
ら
始
ま
っ
た
４
期
目
で
は
そ
の
方
向
性
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
合

併
後
10
年
間
で
一
体
化
が
進
ん
だ
状
況
下
で
、
市
民

協
働
で
策
定
し
た『
第
２
次
総
合
計
画
』に
基
づ
く
ま

ち
づ
く
り
が
平
成
29
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
に

は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

折
し
も
令
和
元
年
度
で
、
合
併
に
伴
う
地
方
交
付

税
の
優
遇
措
置
が
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

順
調
に
増
加
傾
向
を
続
け
て
き
た
『
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
』
も
、
寄
附
者
へ
の
返
礼
品
を
寄
附
金
額
の

30
％
以
内
の
地
場
産
品
に
限
定
す
る
こ
と
の
影
響
を

考
え
ま
す
と
、
今
後
は
多
く
を
望
め
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
20
億
円
で
予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、
令

和
元
年
度
は
18
億
円
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
い
か
に
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
高
め
つ
つ
、
近
未
来
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
展
望
を
よ
り
具
体
的
に
市
民
に
示
し
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

　

今
後
も
市
税
や
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
は
じ
め

と
し
た
自
主
財
源
な
ど
の
歳
入
の
確
保
を
地
道
に
図

り
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
山

積
す
る
課
題
に
対
応
し
つ
つ
、
一
方
で
は
持
続
可
能

な
小
城
市
を
目
指
し
た
市
政
運
営
を
多
角
的
に
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
協
働
の
機
運

の
さ
ら
な
る
醸
成
と
と
も
に
、
機
構
改
革
な
ど
に
よ

る
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
民
間
事
業
者

と
の
連
携
な
ど
の
積
極
的
な
施
策
は
す
べ
て
、
持
続

可
能
な
小
城
市
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
の
取
り
組
み

な
の
で
す
」（
江
里
口
市
長
）

　

ま
ず
機
構
改
革
と
し
て
、
小
城
市
は
平
成
30
年
度

か
ら
、
総
合
戦
略
課
と
定
住
推
進
課
を
設
置
し
た
。

総
合
戦
略
課
は
主
に
地
方
創
生
（
総
合
戦
略
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
、
公
共
交
通
な
ど
を
管
轄
）
に
ま

西九州大学看護学部は小城公園の横（右下の門は旧小城藩時代の門を再現）豊かな魚介を産出しムツゴロウ・シオマネキが遊ぶ有明海（芦刈町）

小城市のゆるキャラ「ようかん右衛門」と「こい姫」は子どもたちに大人気
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　小城市　市 政 ル ポ

（佐賀県）

つ
わ
る
案
件
と
と
も
に
、
多
久
市
と
の
統
合
病
院
設

置
推
進
事
業
な
ど
、
喫
緊
の
行
政
課
題
の
克
服
を
中

心
に
担
当
す
る「
市
長
特
命
」課
と
も
い
え
る
性
格
の

部
署
で
あ
る
。

　

ま
た
、
定
住
推
進
課
は
従
来
の
建
設
部
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
を
定
住
推
進
課
と
都
市
計
画
課
に
区
分
す

る
形
で
誕
生
し
た
。
定
住
推
進
課
設
置
の
主
要
な
目

的
は
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
外
部
か
ら
の
転
入
・
定

住
推
進
に
あ
る
が
、
平
成
30
年
４
月
、
市
の
中
心
部

の
小
城
公
園
近
く
に
西
九
州
大
学
看
護
学
部
が
新
た

に
設
置
さ
れ
、
新
入
生
の
転
入
が
長
期
的
に
見
込
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
契
機
に
な
っ
た

と
い
う
。
こ
の
定
住
推
進
課
の
誕
生
と
と
も
に
、
小

城
市
で
は
移
住
・
定
住
の
支
援
制
度
を
さ
ら
に
拡
充

し
て
い
る
。

　
「
具
体
的
に
は
、
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
を
目

的
に
し
た
《
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金
》
や
、
就

学
・
就
職（
就
農
・
起
業
）・
結
婚
な
ど
を
機
に
小
城

市
に
転
入
し
、
市
内
の
賃
貸
住
宅
と
契
約
さ
れ
た
方

を
対
象
に
、《
移
住
促
進
転
入
奨
励
金
》を
そ
れ
ぞ
れ

交
付
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
市
内
の
物
件
情
報

を
案
内
す
る
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
を
行
う
な
ど
、
小

城
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
発

信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」（
江
里
口
市
長
）

　

前
述
の
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
へ
の
上
位
ラ

ン
ク
イ
ン
に
は
、
移
住
・
定
住
促
進
に
関
す
る
こ

う
し
た
地
道
な
施
策
へ
の
好
感
度
も
反
映
さ
れ
て

い
る
は
ず
だ
。
ま
た
県
都
・
佐
賀
市
に
隣
接
す
る

だ
け
で
な
く
、
九
州
最
大
の
都
市
・
福
岡
市
へ
も

Ｊ
Ｒ
の
特
急
を
使
え
ば
40
分
程
度
と
い
う
立
地
条

件
の
良
さ
も
、
住
宅
地
と
し
て
の
小
城
市
の
大
き

な
魅
力
の
一
つ
だ
。

　
「
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
小
城
市
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は『
ち
ょ
う
ど
い
い
感
じ
の
ロ
ー
カ
ル（
田

舎
）』で
す（
笑
）。
城
下
町（
小
城
町
）も
あ
れ
ば
、
津

の
里（
牛
津
町
）も
条
里
の
里（
三
日
月
町
）も
あ
り
、

南
部
の
芦
刈
に
は
、
愛あ
い
き
ょ
う嬌の
あ
る
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
や
シ

オ
マ
ネ
キ
が
生
息
す
る
有
明
海
が
広

が
っ
て
い
る
。
ま
た
福
岡
市
や
佐
賀
市

が
通
勤
圏
内
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
長

崎
自
動
車
道
の
小
城
Ｐ
Ａ
に
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
が
併
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
九
州
各

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
格
段
に
良
く
な
り

ま
し
た
。
移
住
・
定
住
の
促
進
だ
け
で

な
く
観
光
交
流
人
口
の
増
大
や
企
業
誘

致
な
ど
に
も
、
今
後
さ
ら
に
大
き
な
推

進
力
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
江

里
口
市
長
）

新
し
い
働
き
方
を
小
城
市
か
ら
発
信

　

次
に
民
間
事
業
者
と
の
各
種
の
連
携
協
定
を
見
て

い
く
。
小
城
市
は《
地
方
創
生
総
合
戦
略
》を
策
定
し

た
平
成
27
年
以
降
、「
①
金
融
機
関
と
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
に
関
す
る
連
携
協
定
（
佐
賀
県
内
の
金

融
機
関
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
、
平
成
28
年
10

月
）」「
②
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式

会
社
と
の
地
方
創
生
に
関
す
る
連
携
協
定
（
平
成
30

年
９
月
）」「
③
ド
ロ
ー
ン（
無
人
航
空
機
）を
活
用
し

た
実
証
実
験
等
に
よ
る
地
方
創
生
連
携
協
定
（
株
式

会
社
ト
ル
ビ
ズ
オ
ン
、
平
成
30
年
10
月
）」「
④
高
速

道
路
を
活
用
し
た
地
方
創
生
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連

携
に
関
す
る
協
定
（
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、

映画『男はつらいよ』のロケ地でもある須賀神社は中世
に千葉氏が築いた千葉城跡

弥生時代前期の遺跡「土生遺跡（はぶいせき）」（国指定史跡）
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福
岡
地
域
戦
略
推
進
協
議
会（
Ｆ
Ｄ
Ｃ
）、
平
成
30
年

12
月
）」を
立
て
続
け
に
締
結
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
連
携
協
定
が
カ
バ
ー
す
る
内
容
は
、
地

域
活
性
化
、
健
康
、
教
育
・
文
化
、
定
住
促
進
、
高

齢
者
支
援
、
子
育
て
支
援
、
防
災
・
災
害
対
策
、
産

業
振
興
、
観
光
振
興
、
農
業
振
興
、
地
域
資
源
の
活

用
、
人
材
育
成
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
利
活
用
な
ど
、

地
方
創
生
・
地
域
活
性
化
全
般
に
及
ぶ
。

　

中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
「
③
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
実
証
実
験
等
に
よ
る
地
方
創
生
連
携
協
定
」だ
。

具
体
的
に
は
「
上
空
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
実

証
実
験
」「
防
災
・
災
害
対
策
」「
観
光
振
興
」な
ど
に

つ
い
て
の
連
携
を
推
進
す
る
。
上
空
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
と
は
、「
土
地
の
所
有
者
が
サ
イ
ト
上
に

土
地
を
登
録
し
、
空
域
利
用
者（
ド
ロ
ー
ン
利
用
者
）

が
サ
イ
ト
上
に
登
録
さ
れ
た
土
地
を
選
び
、
上
空
使

用
の
権
利
を
得
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
」
を
指
し
、

小
城
市
と
㈱
ト
ル
ビ
ズ
オ
ン
が
共
同
で
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
。
ご
承
知
の
よ
う
に
事
故
防
止
な
ど
の

観
点
か
ら
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
空
域
を
利
用
す
る

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
上
空
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は
、
土
地
所
有
者

の
許
可
を
得
て
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
せ
る
空
域
リ
ス
ト

を
サ
イ
ト
上
に
登
録
し
、
ド
ロ
ー
ン
利
用
者
は
そ
の

リ
ス
ト
に
基
づ
き
、
ド
ロ
ー
ン
飛
行（
上
空
使
用
）の

権
利
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
実
証
実
験
で
は

市
有
地
が
中
心
に
な
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
に
は
既
に
ド

ロ
ー
ン
利
用
者
が
上
空
か
ら
撮
影
し
た
小
城
市
の
動

画
・
静
止
画
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、

観
光
振
興
お
よ
び
防
災
な
ど
の
観
点
か
ら
も
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空
か
ら
の
撮
影
が
い
か
に
有
効
で

あ
る
か
が
改
め
て
分
か
る
。

　
「
北
部
に
天
山
山
系
が
そ
び
え
、
中
央
部
に
は
緑

豊
か
で
平
坦
な
佐
賀
平
野
が
広
が
り
、
南
部
に
は
日

本
一
の
干
潟
と
さ
れ
る
有
明
海
が
展
開
し
て
い
る
。

小
城
市
を
構
成
す
る
、
こ
う
し
た
４
町
の
個
性
と
風

光
明め
い
び媚
な
様
子
、
さ
ら
に
は
自
然
の
地
勢
が
豊
か
で

あ
る
が
故
の
防
災
上
の
留
意
点
な
ど
が
、
ド
ロ
ー
ン

で
撮
影
さ
れ
る
と
本
当
に
よ
く
分
か
り
ま
す
」（
江
里

口
市
長
）

　

民
間
事
業
者
と
の
連
携
で
は
、
今
年
１
月
に
株
式

会
社
マ
マ
ス
ク
エ
ア
と
連
携
し
た
「
子
育
て
オ
フ
ィ

ス
実
証
事
業
」が
、「
働
き
方
改
革
」の
一
つ
の
際
立
っ

た
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
第
三
セ
ク

タ
ー
の
商
業
施
設《
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
セ
リ
オ
》

内
に
、
事
業
者
が
運
営
す
る
託
児
施
設
（
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
）付
き
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム（
業
務
は
各
種

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
）
を
設
置
し
た
事
業
だ
。

写
真
で
分
か
る
よ
う
に
広
々
し
た
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

と
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
は
ガ
ラ
ス
壁
で
区
切
ら
れ
て

い
る
た
め
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
か
ら
は
働
く
お
母
さ

ん
の
様
子
が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
の
お
母
さ
ん
た

ち
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
造
り

に
な
っ
て
い
る
。

　
「
㈱
マ
マ
ス
ク
エ
ア
と
自
治
体
と
の
連
携
事
業
は
、

九
州
で
は
小
城
市
が
初
の
試
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
オ
フ
ィ
ス
の
実
証
事
業
と
し
て
、
国
の
地
方

創
生
推
進
交
付
金
や
小
城
市
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
な
ど
を
活
用
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ

実
証
実
験
中
で
す
が
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
継

小城発祥の全国区的企業・株式会社友桝飲料の大ヒット商品「こどもびい
る」の生産ライン（小城蛍の郷ファクトリーパーク）

ワーキングルームに隣接するキッズスペース《㈱ママスクエア》

JUNE 2019 市政 10



　小城市　市 政 ル ポ

（佐賀県）

続
的
な
収
入
確
保
や
、
産
休
・
育
休
か
ら
の
社
会
復

帰
プ
ラ
ン
と
し
て
も
優
れ
て
い
ま
す
し
、
新
た
な
ス

キ
ル
の
獲
得
の
場
と
し
て
も
有
効
な
の
で
、
こ
の
事

業
は
永
続
的
に
続
け
て
い
く
価
値
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
」（
江
里
口
市
長
）

市
民
が
推
進
す
る
わ
が
町
の
発
信
！

　

個
性
豊
か
な
旧
４
町
の
合
併
で
新
市
が
誕
生
し
て

か
ら
、
今
年
で
足
掛
け
15
年
目
。
小
城
市
で
は
数
年

前
か
ら
市
民
が
中
心
に
な
り
、
自
主
的
に
「
小
城
を

盛
り
上
げ
よ
う
」
と
す
る
動
き
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
動
き
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
住
民
有
志
ら
で
つ
く
る
《
小
城
市
映
画
製

作
実
行
委
員
会
》
に
よ
る
、
小
城
市
を
テ
ー
マ
と
す

る
映
画
の
自
主
製
作
だ
。

　

平
成
29
年
４
月
に
は
江

戸
時
代
の
牛
津
町
を
舞
台

に
、
牛
津
町
の
住
民
を
主

要
キ
ャ
ス
ト
に
製
作
し
た

『
ふ
た
つ
の
巨
星
～
善
蔵

と
与
四
右
衛
門
（
通
称
・

牛
津
映
画
）』
が
完
成
。
今

年
２
月
に
は
、
幕
末
か
ら

明
治
時
代
初
期
に
か
け
て

の
小
城
町
を
舞
台
に
し
た

小
城
町
の
歴
史
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
『
天
山
の

如
く 

こ
の
男
、
正
直
な
り

（
通
称
・
小
城
映
画
）』
の

製
作
を
開
始
。
小
城
町
の
住
民
を
主
要
キ
ャ
ス
ト

に
、
今
年
10
月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ら
の
映
画
は
小
城
市
映
画
製
作
実
行
委
員

会
が
、
市
内
の
法
人
・
団
体
・
店
舗
・
個
人
な
ど
か

ら
協
賛
金
を
募
っ
て
製
作
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
小
城
市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
協
力
を

し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
間
か
ら
自
然
発
生
的
に
出

て
き
た
こ
う
し
た
動
き
の
源
泉
は
、
個
性
豊
か
な
旧

４
町
が
歴
史
的
に
培
っ
て
き
た
地
域
の
力
が
ま
さ
に

今
、
小
城
市
と
い
う
一
つ
の
都
市
の
下
に
結
集
し
た

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
第
２

弾
『
天
山
の
如
く 

こ
の
男
、
正
直
な
り
』
は
、
小
城

町
が
生
ん
だ
偉
人
で
明
治
の
三
筆
と
も
称
さ
れ
る
書

家
・
中
林
梧ご
ち
く竹

と
、
幕
末
・
明
治
の
佐
賀
の
風
雲
児
・

江
藤
新
平
の
若
き
日
の
交
流
を
描
い
た
作
品
と
い
う

こ
と
で
、
私
も
完
成
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
」（
江
里
口
市
長
）

　

自
分
た
ち
の
町
の
歴
史
と
文
化
を
知
り
、
誇
り
を

感
じ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
事
さ
を
再
確
認
す

る
た
め
の『
ふ
る
さ
と
映
画
』と
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
る
市
民
に
よ
る
自
主
製
作
映
画
。
第
２
次
総
合
計

画
の
将
来
都
市
像
《
誇
郷
幸
輝
～
み
ん
な
の
笑
顔
が

輝
き
幸
せ
を
感
じ
る
ふ
る
さ
と
小
城
》
を
そ
の
ま
ま

体
現
す
る
か
の
よ
う
な
市
民
の
動
き
と
い
え
る
。
ま

た
、
小
城
市
で
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
29
年
か
ら
自
ら
の
「
ち
ょ
う
ど

い
い
感
じ
の
ロ
ー
カ
ル
性
」
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現

し
た
漫
画《
お
ぎ
ま
ん
が
》を
ネ
ッ
ト
配
信
し
、
市
内

外
か
ら
人
気
を
得
て
い
る
。
小
城
市
に
お
け
る
「
ま

ち
づ
く
り
の
前
向
き
な
ベ
ク
ト
ル
」
は
、
オ
ー
ル
小

城
体
制
で
い
よ
い
よ
本
格
化
し
始
め
た
よ
う
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
31
年
３
月
20
日
）

小城市の愛すべきローカル性を紹介する「おぎまんが」は大人気（ネット
配信したものを冊子化）

「牛津映画」の主要ロケ地にもなった展示施設「牛津赤れんが館」（旧田中丸
呉服店倉庫）

「明治の三筆」として知られる小城出身の書家・中林梧竹の作品が常設さ
れる中林梧竹記念館
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